
家畜衛生だより     令和８年１１月号 
紀北家畜保健衛生所       電話 ０７３－４６２－０５００ 

紀南家畜保健衛生所       電話 ０７３９－４７－０９７４ 

紀南家畜保健衛生所 東牟婁支所      電話 ０７３５－５８－１４８１ 

 

 

 

 

 

抗菌剤は家畜や人の健康を守るための重要な薬剤ですが、使い過ぎや不適切な

使用によりに耐性を持つ細菌（薬剤耐性菌）が増加し、その結果、医療や社会・

経済、農業・食に影響を及ぼすなど世界的に問題となっています。薬剤耐性菌は

家畜の治療だけでなく、畜産物を介し感染した人への治療をも困難にすることが

懸念されています。毎年１１月は「薬剤耐性対策推進月間」に設定されています。

今一度、以下の項目を確認・遵守し、抗菌剤の適正な使用をお願いします。 

 

 

動物用抗菌剤の慎重使用について 

・抗菌剤を使用する場合は、獣医師の指示に従い、用法・用量、使用禁 

止期間等を守って正しく使用しましょう。 

・家畜の健康観察を毎日行い、家畜の状態を的確に把握しましょう。 

・獣医師が的確に状況を把握し、適切に診断できるよう発病後の経過、 

措置の状況、過去の感染症の発生状況等を獣医師に伝えましょう。 

・飼養衛生管理水準の向上（洗浄・消毒の徹底、十分な飼養スペースの 

確保、適切な栄養管理等）により家畜の健康を維持し、ワクチンを使 

用することで感染症の発生を予防しましょう。 



 

 

 

 

 

 

農林水産省HPより抜粋 

詳細は、下記より検索し、確認してください。 

農林水産省 抗菌性物質 


